
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】ＯＦＤＭ受信装置において、Ａ／Ｄ変換回路の

入力で信号がクリップせず、劣化を抑える。

【解決手段】受信信号を周波数変換した中間周波数信号

の信号レベルがパラメータクリップレベルを越える瞬時

クリップの検出回数をクリップ数閾値と比較し、クリッ

プ数閾値を越えた区間を検出するクリップ検出回路と、

上記クリップ検出手段の検出出力を積算する積算回路と

、上記積算手段の積算出力が供給されるターゲット値決

定回路とを備え、上記ターゲット値決定回路は、上記積

算回路の積算出力をクリップ閾値と比較してクリップが

起きていると判定する第１の比較器と、上記積算回路の

積算出力を非クリップ閾値と比較してクリップが起きて

いない判定する第２の比較器とを備え、上記第１の比較

器の比較出力に基づいてターゲット値を所定量下げ、上

記第２の比較器の比較出力に基づいてターゲット値を所

定量上げ、自動利得制御のターゲット値ＴＧを適応的に

決定する。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
直 交 周 波 数 分 割 多 重 (OFDM:Orthogonal Frequency Division Multiplexing)を 受 信 し て 復
調 す る Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 で あ っ て 、
　 受 信 信 号 を 周 波 数 変 換 し た 中 間 周 波 数 信 号 の 信 号 レ ベ ル を 制 御 す る 可 変 利 得 増 幅 手 段 と
、
　 上 記 可 変 利 得 増 幅 手 段 の 利 得 を 制 御 す る 自 動 利 得 制 御 回 路 を 備 え 、
　 上 記 自 動 利 得 制 御 回 路 は 、 受 信 信 号 を 周 波 数 変 換 し た 中 間 周 波 数 信 号 の 信 号 レ ベ ル が パ
ラ メ ー タ ク リ ッ プ レ ベ ル を 越 え る 瞬 時 ク リ ッ プ の 検 出 回 数 を ク リ ッ プ 数 閾 値 と 比 較 し 、 ク
リ ッ プ 数 閾 値 を 越 え た 区 間 を 検 出 す る ク リ ッ プ 検 出 手 段 と 、 上 記 ク リ ッ プ 検 出 手 段 の 検 出
出 力 を 積 算 す る 積 算 手 段 と 、 上 記 積 算 手 段 の 積 算 出 力 が 供 給 さ れ る タ ー ゲ ッ ト 値 決 定 手 段
と を 備 え 、 上 記 タ ー ゲ ッ ト 値 決 定 手 段 は 、 上 記 積 算 手 段 の 積 算 出 力 を ク リ ッ プ 閾 値 と 比 較
し て ク リ ッ プ が 起 き て い る と 判 定 す る 第 １ の 比 較 手 段 と 、 上 記 積 算 手 段 の 積 算 出 力 を 非 ク
リ ッ プ 閾 値 と 比 較 し て ク リ ッ プ が 起 き て い な い 判 定 す る 第 ２ の 比 較 手 段 と を 備 え 、 上 記 第
１ の 比 較 手 段 の 比 較 出 力 に 基 づ い て タ ー ゲ ッ ト 値 を 所 定 量 下 げ 、 上 記 第 ２ の 比 較 手 段 の 比
較 出 力 に 基 づ い て タ ー ゲ ッ ト 値 を 所 定 量 上 げ 、 自 動 利 得 制 御 の タ ー ゲ ッ ト 値 を 適 応 的 に 決
定 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
直 交 周 波 数 分 割 多 重 (OFDM:Orthogonal Frequency Division Multiplexing)を 受 信 し て 復
調 す る Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 に お け る 自 動 利 得 制 御 回 路 で あ っ て 、
　 受 信 信 号 を 周 波 数 変 換 し た 中 間 周 波 数 信 号 の 信 号 レ ベ ル が パ ラ メ ー タ ク リ ッ プ レ ベ ル を
越 え る 瞬 時 ク リ ッ プ の 検 出 回 数 を ク リ ッ プ 数 閾 値 と 比 較 し 、 ク リ ッ プ 数 閾 値 を 越 え た 区 間
を 検 出 す る ク リ ッ プ 検 出 手 段 と 、
　 上 記 ク リ ッ プ 検 出 手 段 の 検 出 出 力 を 積 算 す る 積 算 手 段 と 、
　 上 記 積 算 手 段 の 積 算 出 力 が 供 給 さ れ る タ ー ゲ ッ ト 値 決 定 手 段 と を 備 え 、
　 上 記 タ ー ゲ ッ ト 値 決 定 手 段 は 、 上 記 積 算 手 段 の 積 算 出 力 を ク リ ッ プ 閾 値 と 比 較 し て ク リ
ッ プ が 起 き て い る と 判 定 す る 第 １ の 比 較 手 段 と 、 上 記 積 算 手 段 の 積 算 出 力 を 非 ク リ ッ プ 閾
値 と 比 較 し て ク リ ッ プ が 起 き て い な い 判 定 す る 第 ２ の 比 較 手 段 と を 備 え 、 上 記 第 １ の 比 較
手 段 の 比 較 出 力 に 基 づ い て タ ー ゲ ッ ト 値 を 所 定 量 下 げ 、 上 記 第 ２ の 比 較 手 段 の 比 較 出 力 に
基 づ い て タ ー ゲ ッ ト 値 を 所 定 量 上 げ 、 自 動 利 得 制 御 の タ ー ゲ ッ ト 値 を 適 応 的 に 決 定 す る こ
と を 特 徴 と す る Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 に お け る 自 動 利 得 制 御 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
さ ら に 、 上 記 積 分 手 段 の 積 算 出 力 と ク リ ッ プ 状 態 に 近 い こ と を 判 定 す る た め の 近 ク リ ッ プ
閾 値 に 基 づ い て 、 ク リ ッ プ 状 態 に 近 い が 、 ま だ ク リ ッ プ 状 態 で は な い こ と を 検 出 す る 近 ク
リ ッ プ 状 態 検 出 手 段 を 備 え 、
　 上 記 タ ー ゲ ッ ト 値 決 定 手 段 に お い て 、 上 記 近 ク リ ッ プ 状 態 検 出 手 段 に よ り 、 ク リ ッ プ 状
態 に 近 い が 、 ま だ ク リ ッ プ 状 態 で は な い と き に 、 タ ー ゲ ッ ト 値 を 上 げ こ と を 禁 止 す る よ う
に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 に お け る 自 動 利 得 制 御 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
自 動 利 得 制 御 信 号 が 通 過 さ れ る 通 過 帯 域 幅 の 可 変 制 御 可 能 な ロ ー パ ス フ ィ ル タ と 、
　 上 記 受 信 信 号 を 周 波 数 変 換 し た 中 間 周 波 数 信 号 の 状 態 に 応 じ て 上 記 ロ ー パ ス フ ィ ル タ の
通 過 帯 域 幅 を 適 応 的 に 可 変 制 御 す る 制 御 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の Ｏ
Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 に お け る 自 動 利 得 制 御 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 制 御 手 段 は 、 受 信 信 号 が 無 く な っ た こ と を 検 出 す る 信 号 断 検 出 手 段 か ら な り 、 受 信 信
号 が 無 く な っ た と き に 、 上 記 ロ ー パ ス フ ィ ル タ の 通 過 帯 域 幅 を 狭 く し て 、 自 動 利 得 制 御 の
制 御 量 を 緩 や か に 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 に お け る
自 動 利 得 制 御 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 制 御 手 段 は 、 さ ら に 、 上 記 受 信 信 号 を 周 波 数 変 換 し た 中 間 周 波 数 信 号 の 信 号 レ ベ ル が
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ク リ ッ プ さ れ た 区 間 を 検 出 す る ク リ ッ プ 検 出 手 段 を 備 え 、 ク リ ッ プ が 起 き た と き に 、 上 記
ロ ー パ ス フ ィ ル タ の 通 過 帯 域 幅 を 広 く し て 、 自 動 利 得 制 御 の 制 御 量 を 速 や か に 変 化 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 に お け る 自 動 利 得 制 御 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 直 交 周 波 数 分 割 多 重 (OFDM:Orthogonal Frequency Division Multiplexing)
信 号 を 受 信 し て 復 調 す る Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 及 び そ の 自 動 利 得 制 御 回 路 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 デ ジ タ ル デ ー タ を 変 調 す る 方 式 と し て 、 直 交 周 波 数 分 割 多 重 方 式 （ 以 下 、 Ｏ Ｆ Ｄ
Ｍ 方 式 と 呼 ぶ 。 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ ： Orthogonal Frequency Division Multiplexing） と 呼 ば れ る 変
調 方 式 が 知 ら れ て い る 。 こ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 変 調 方 式 は 、 伝 送 帯 域 内 に 多 数 の 直 交 す る 副 搬 送 波
（ サ ブ キ ャ リ ア ） を 設 け 、 各 サ ブ キ ャ リ ア の 振 幅 及 び 位 相 に Ｐ Ｓ Ｋ （ Phase Shift Keying
） や Ｑ Ａ Ｍ （ Quadrature Amplitude Modulation） に よ り デ ー タ を 割 り 当 て て 、 デ ジ タ ル
変 調 す る 方 式 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 方 式 は 、 多 数 の サ ブ キ ャ リ ア で 伝 送 帯 域 を 分 割 す る た め 、 サ ブ キ ャ リ ア １
波 あ た り の 帯 域 は 狭 く な り 変 調 速 度 は 遅 く な る が 、 ト ー タ ル の 伝 送 速 度 は 、 従 来 の 変 調 方
式 と 変 わ ら な い と い う 特 徴 を 有 し て い る 。 ま た 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 方 式 は 、 多 数 の サ ブ キ ャ リ ア が
並 列 に 伝 送 さ れ る の で シ ン ボ ル 速 度 が 遅 く な り 、 シ ン ボ ル の 時 間 長 に 対 す る 相 対 的 な マ ル
チ パ ス の 時 間 長 を 短 く す る こ と が で き 、 マ ル チ パ ス 妨 害 を 受 け に く く な る と い う 特 徴 を 有
し て い る 。 ま た 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 方 式 は 、 複 数 の サ ブ キ ャ リ ア に 対 し て デ ー タ の 割 り 当 て が 行 わ
れ る こ と か ら 、 変 調 時 に は 逆 フ ー リ エ 変 換 を 行 う Ｉ Ｆ Ｆ Ｔ （ Inverse Fast Fourier Trans
form） 演 算 回 路 、 復 調 時 に は フ ー リ エ 変 換 を 行 う Ｆ Ｆ Ｔ （ Fast Fourier Transform） 演 算
回 路 を 用 い る こ と に よ り 、 送 受 信 回 路 を 構 成 す る こ と が で き る と い う 特 徴 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 以 上 の よ う な 特 徴 か ら Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 方 式 は 、 マ ル チ パ ス 妨 害 の 影 響 を 強 く 受 け る 地 上 波 デ ジ
タ ル 放 送 に 適 用 さ れ る こ と が 多 い 。 こ の よ う な Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 方 式 を 採 用 し た 地 上 波 デ ジ タ ル 放
送 と し て は 、 例 え ば 、 Ｄ Ｖ Ｂ -Ｔ （  Digital Video Broadcasting-Terrestrial ） や Ｉ Ｓ
Ｄ Ｂ -Ｔ Ｓ Ｂ （ Integrated Services Digital Broadcasting -Terrestrial Sound Broadca
sting） と い っ た 規 格 が あ る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 、 非 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 よ り 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 は 、 ア ン テ ナ に 接 続 さ れ た チ ュ ー ナ 部 に よ り 所 望 の 受 信 チ
ャ ン ネ ル の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 信 号 が 中 間 周 波 数 （ Ｉ Ｆ ） 信 号 に 変 換 さ れ て 中 間 周 波 増 幅 部 に 供 給 さ
れ 、 こ の 中 間 周 波 増 幅 部 に よ り 増 幅 さ れ た 中 間 周 波 数 信 号 が Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 に よ り デ ジ タ
ル 化 さ れ て ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 に 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 上 記 ベ ー ス バ ン
ド 処 理 部 で は 、 所 定 の 周 波 数 （ キ ャ リ ア 周 波 数 ） の キ ャ リ ア 信 号 を 用 い て 、 デ ジ タ ル 化 さ
れ た Ｉ Ｆ 信 号 を 直 交 復 調 し て ベ ー ス バ ン ド の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 時 間 領 域 信 号 を 得 て 、 こ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ
時 間 領 域 信 号 の 有 効 シ ン ボ ル 期 間 の み を Ｆ Ｆ Ｔ す る こ と に よ り Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 周 波 数 領 域 信 号 を
得 て 、 こ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 周 波 数 領 域 信 号 に つ い て 、 Ｄ Ｑ Ｐ Ｓ Ｋ の 差 動 復 調 や 、 Ｑ Ｐ Ｓ Ｋ 、 １ ６
Ｑ Ａ Ｍ 、 ６ ４ Ｑ Ａ Ｍ の 同 期 復 調 を 行 っ て 、 受 信 チ ャ ン ネ ル の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 信 号 の 復 調 出 力 を 得
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ し て 、 上 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 に は 、 上 記 中 間 周 波 増 幅 部 を 構 成 す る 電 圧 制 御 型 可 変
利 得 増 幅 器 の 利 得 を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 上 記 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 に 供 給 さ れ る 中 間 周 波 数
信 号 の 信 号 レ ベ ル を 一 定 に 保 持 す る 自 動 利 得 制 御 （ AGC:Automatic Gain Controller） 回
路 が 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 ５ ０ ０ に お け る 自 動 利 得 制 御 回 路 ５ １ ０ は 、 例 え ば 図 ８ に 示 す
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よ う に 、 絶 対 値 （ Ａ Ｂ Ｓ ） 回 路 ５ １ １ 、 減 算 回 路 ５ １ ２ 、 符 号 判 定 （ Ｓ Ｇ Ｎ ） 回 路 ５ １ ３
、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ５ １ ４ 、 丸 め 処 理 （ Ｒ Ｎ Ｄ ） 回 路 ５ １ ５ 、 積 算 回 路 ５ １ ６ な ど か ら な
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 自 動 利 得 制 御 回 路 ５ １ ０ に お い て 、 Ａ Ｂ Ｓ 回 路 ５ １ １ は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 ５ ０ ４ か
ら 供 給 さ れ る デ ジ タ ル 化 さ れ た 中 間 周 波 数 信 号 の 符 号 を 取 っ て 、 中 間 周 波 数 信 号 の 信 号 レ
ベ ル 値 を 絶 対 値 化 す る 。 減 算 回 路 ５ １ ２ は 、 上 記 Ａ Ｂ Ｓ 回 路 ５ １ １ に よ り 絶 対 値 化 さ れ た
中 間 周 波 数 信 号 の 信 号 レ ベ ル 値 か ら 固 定 の タ ー ゲ ッ ト 値 を 減 算 し て 、 符 号 付 き の 差 分 値 を
検 出 す る 。 上 記 Ｓ Ｇ Ｎ 回 路 ５ １ ３ は 、 減 算 回 路 ５ １ ２ に よ り 検 出 さ れ た 符 号 付 き の 差 分 値
に つ い て 、 そ の 符 号 を 判 定 し 、 上 記 差 分 値 の 符 号 に 対 応 す る １ ビ ッ ト の 符 号 信 号 を ロ ー パ
ス フ ィ ル タ ５ １ ４ と 丸 め 処 理 （ Ｒ Ｎ Ｄ ） 回 路 ５ １ ５ を 介 し て 積 算 回 路 ５ １ ６ に 供 給 す る 。
そ し て 、 積 算 回 路 ５ １ ６ は 、 そ の 積 算 出 力 を 自 動 利 得 制 御 （ Ａ Ｇ Ｃ ） 信 号 と し て 出 力 す る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 自 動 利 得 制 御 回 路 ５ １ ０ か ら 出 力 さ れ る Ａ Ｇ Ｃ 信 号 は 、 パ ル ス 密 度 変 調 （ PDM： Pul
se Density Modulation） 回 路 に 供 給 さ れ 、 Ｐ Ｄ Ｍ 回 路 ５ ２ ０ に よ り 上 記 Ａ Ｇ Ｃ 信 号 の 振
幅 に 応 じ て 方 形 波 の 密 度 が 変 化 す る Ｐ Ｄ Ｍ 信 号 と さ れ 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ５ ２ ５ を 介 し て
、 上 記 中 間 周 波 増 幅 部 ５ ０ ３ を 構 成 す る 電 圧 制 御 型 可 変 利 得 増 幅 器 ５ ０ ３ Ａ の 制 御 端 子 に
帰 還 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に 、 従 来 の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 ５ ０ ０ に お け る 自 動 利 得 制 御 回 路 ５ １ ０ で は 、 パ
ラ メ ー タ の 入 力 の 一 つ と し て 固 定 の タ ー ゲ ッ ト 値 を 用 い 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 後 の 信 号 は 絶 対 値 を
と り 、 固 定 の タ ー ゲ ッ ト 値 を 引 い て 、 そ の 後 符 号 の み を 取 り 出 し て １ ビ ッ ト の 信 号 に す る
。 そ の 信 号 を ロ ー パ ス フ ィ ル タ ５ １ ４ に 通 し 積 算 回 路 ５ １ ６ に よ り 積 算 し 、 Ａ Ｇ Ｃ 信 号 と
し て 出 力 す る よ う に し て い た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 ５ ０ ０ に お い て 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 ５ ０ ４ へ の 入 力 信 号 は Ａ Ｗ
Ｇ Ｎ (Additive White Gaussian Noise)チ ャ ネ ル の 中 で 、 図 ９ の （ Ａ ） ， （ Ｂ ） に 示 す よ
う に 、 ガ ウ ス 分 布 の 特 性 を 持 っ て い る 。 入 力 信 号 の 分 布 を 仮 定 す る と 、 固 定 の タ ー ゲ ッ ト
値 を 用 い る こ と で 、 入 力 信 号 の ク リ ッ プ の 量 を 調 整 で き 、 ク リ ッ プ に よ る ノ イ ズ と 量 子 化
に よ る ノ イ ズ の 調 整 を バ ラ ン ス よ く さ せ て 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 ５ ０ ４ で の ノ イ ズ 混 入 量 を 最
小 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 「 地 上 デ ジ タ ル 音 声 放 送 用 受 信 装 置  標 準 規 格 （ 望 ま し い 仕 様 ）  Ａ Ｒ Ｉ
Ｂ  Ｓ Ｔ Ｄ -Ｂ ３ ０  １ ． １ 版 」 ， 社 団 法 人 電 波 産 業 界 ， 平 成 １ ３ 年 ５ 月 ３ １ 日  策 定 ,平 成
１ ４ 年 ３ 月 ２ ８ 日  １ ． １ 改 定
【 非 特 許 文 献 ２ 】 「 地 上 デ ジ タ ル 音 声 放 送 の 伝 送 方 式  Ａ Ｒ Ｉ Ｂ  Ｓ Ｔ Ｄ -Ｂ ２ ９  １ ． １ 版
」 ， 社 団 法 人 電 波 産 業 界 ， 平 成 １ ３ 年 ５ 月 ３ １ 日  策 定 ,平 成 １ ４ 年 ３ 月 ２ ８ 日  １ ． １ 改
定
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か し 、 上 述 の 如 き 構 成 の 従 来 の 自 動 利 得 制 御 回 路 ５ １ ０ を 備 え る Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 ５
０ ０ で は 、 移 動 チ ャ ネ ル の 場 合 に 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 ５ ０ ４ へ の 入 力 信 号 の 特 性 (分 布 )は 、
例 え ば 、 フ ラ ッ タ ー チ ャ ン ネ ル に お い て の 入 力 信 号 （ Ａ Ｇ Ｃ な し ） と そ の 信 号 の 分 布 を 図
１ ０ の （ Ａ ） ， （ Ｂ ） に 示 し 、 ま た 、 一 波 レ イ リ ー チ ャ ネ ル に お い て の 入 力 信 号 （ Ａ Ｇ Ｃ
な し ） と そ の 信 号 の 分 布 を 図 １ １ の （ Ａ ） ， （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 ガ ウ ス 分 布 か ら 離 れ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ こ で 、 Ａ Ｗ Ｇ Ｎ チ ャ ネ ル で 最 適 化 し た タ ー ゲ ッ ト 値 を 設 定 す る と 、 移 動 チ ャ ネ ル で は
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大 量 の ク リ ッ プ が 起 き 、 受 信 機 の 性 能 が 劣 化 す る 。 ま た 、 移 動 チ ャ ネ ル 用 に タ ー ゲ ッ ト を
設 定 す る と 、 Ａ Ｗ Ｇ Ｎ チ ャ ネ ル に お い て 、 量 子 化 ノ イ ズ が 増 加 し 、 受 信 機 の 性 能 が 劣 化 す
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 の 如 き 従 来 の 実 情 に 鑑 み 、 直 交 周 波 数 分 割 多 重 (OFDM:Or
thogonal Frequency Division Multiplexing)信 号 を 受 信 し て 復 調 す る Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置
に お い て 、 移 動 チ ャ ネ ル (フ ラ ッ タ ー 、 一 波 レ イ リ ー な ど )で 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 の 入 力 で 信
号 が ク リ ッ プ せ ず 、 劣 化 を 抑 え る こ と が で き る よ う に す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 更 に 他 の 目 的 、 本 発 明 に よ っ て 得 ら れ る 具 体 的 な 利 点 は 、 以 下 に 説 明 さ れ る 実
施 の 形 態 の 説 明 か ら 一 層 明 ら か に さ れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 で は 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 機 の 自 動 利 得 制 御 （ AGC:Automatic Gain Controller） 回 路
の 中 で 、 タ ー ゲ ッ ト 値 を 自 動 的 に 最 適 な 値 に 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 直 交 周 波 数 分 割 多 重 (OFDM:Orthogonal Frequency Division Mult
iplexing)を 受 信 し て 復 調 す る Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 で あ っ て 、 受 信 信 号 を 周 波 数 変 換 し た 中
間 周 波 数 信 号 の 信 号 レ ベ ル を 制 御 す る 可 変 利 得 増 幅 手 段 と 、 上 記 可 変 利 得 増 幅 手 段 の 利 得
を 制 御 す る 自 動 利 得 制 御 回 路 を 備 え 、 上 記 自 動 利 得 制 御 回 路 は 、 受 信 信 号 を 周 波 数 変 換 し
た 中 間 周 波 数 信 号 の 信 号 レ ベ ル が パ ラ メ ー タ ク リ ッ プ レ ベ ル を 越 え る 瞬 時 ク リ ッ プ の 検 出
回 数 を ク リ ッ プ 数 閾 値 と 比 較 し 、 ク リ ッ プ 数 閾 値 を 越 え た 区 間 を 検 出 す る ク リ ッ プ 検 出 手
段 と 、 上 記 ク リ ッ プ 検 出 手 段 の 検 出 出 力 を 積 算 す る 積 算 手 段 と 、 上 記 積 算 手 段 の 積 算 出 力
が 供 給 さ れ る タ ー ゲ ッ ト 値 決 定 手 段 と を 備 え 、 上 記 タ ー ゲ ッ ト 値 決 定 手 段 は 、 上 記 積 算 手
段 の 積 算 出 力 を ク リ ッ プ 閾 値 と 比 較 し て ク リ ッ プ が 起 き て い る と 判 定 す る 第 １ の 比 較 手 段
と 、 上 記 積 算 手 段 の 積 算 出 力 を 非 ク リ ッ プ 閾 値 と 比 較 し て ク リ ッ プ が 起 き て い な い 判 定 す
る 第 ２ の 比 較 手 段 と を 備 え 、 上 記 第 １ の 比 較 手 段 の 比 較 出 力 に 基 づ い て タ ー ゲ ッ ト 値 を 所
定 量 下 げ 、 上 記 第 ２ の 比 較 手 段 の 比 較 出 力 に 基 づ い て タ ー ゲ ッ ト 値 を 所 定 量 上 げ 、 自 動 利
得 制 御 の タ ー ゲ ッ ト 値 を 適 応 的 に 決 定 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 直 交 周 波 数 分 割 多 重 (OFDM:Orthogonal Frequency Division Multiple
xing)を 受 信 し て 復 調 す る Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 に お け る 自 動 利 得 制 御 回 路 で あ っ て 、 受 信 信
号 を 周 波 数 変 換 し た 中 間 周 波 数 信 号 の 信 号 レ ベ ル が パ ラ メ ー タ ク リ ッ プ レ ベ ル を 越 え る 瞬
時 ク リ ッ プ の 検 出 回 数 を ク リ ッ プ 数 閾 値 と 比 較 し 、 ク リ ッ プ 数 閾 値 を 越 え た 区 間 を 検 出 す
る ク リ ッ プ 検 出 手 段 と 、 上 記 ク リ ッ プ 検 出 手 段 の 検 出 出 力 を 積 算 す る 積 算 手 段 と 、 上 記 積
算 手 段 の 積 算 出 力 が 供 給 さ れ る タ ー ゲ ッ ト 値 決 定 手 段 と を 備 え 、 上 記 タ ー ゲ ッ ト 値 決 定 手
段 は 、 上 記 積 算 手 段 の 積 算 出 力 を ク リ ッ プ 閾 値 と 比 較 し て ク リ ッ プ が 起 き て い る と 判 定 す
る 第 １ の 比 較 手 段 と 、 上 記 積 算 手 段 の 積 算 出 力 を 非 ク リ ッ プ 閾 値 と 比 較 し て ク リ ッ プ が 起
き て い な い 判 定 す る 第 ２ の 比 較 手 段 と を 備 え 、 上 記 第 １ の 比 較 手 段 の 比 較 出 力 に 基 づ い て
タ ー ゲ ッ ト 値 を 所 定 量 下 げ 、 上 記 第 ２ の 比 較 手 段 の 比 較 出 力 に 基 づ い て タ ー ゲ ッ ト 値 を 所
定 量 上 げ 、 自 動 利 得 制 御 の タ ー ゲ ッ ト 値 を 適 応 的 に 決 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 機 の 自 動 利 得 制 御 （ AGC:Automatic Gain Controller）
回 路 の 中 で 、 タ ー ゲ ッ ト 値 を 自 動 的 に 最 適 な 値 に 制 御 す る こ と に よ り 、 移 動 チ ャ ネ ル (フ
ラ ッ タ ー 、 一 波 レ イ リ ー な ど )で 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 の 入 力 で 信 号 が ク リ ッ プ せ ず 、 劣 化 を
抑 え る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 は
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以 下 の 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 任 意 に 変 更 可 能
で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 図 １ に 示 す よ う な 構 成 の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 １ ０ ０ に お け る 自 動 利 得 制
御 回 路 １ ０ に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 １ ０ ０ は 、 ア ン テ ナ １ ０ １ に 接 続 さ れ た チ ュ ー ナ 部 １ ０ ２ 、 こ の
チ ュ ー ナ 部 １ ０ ２ に よ り 所 望 の 受 信 チ ャ ン ネ ル の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 信 号 が 中 間 周 波 数 （ Ｉ Ｆ ） 信 号
に 変 換 さ れ て 供 給 さ れ る 中 間 周 波 増 幅 部 １ ０ ３ 、 こ の 中 間 周 波 増 幅 部 １ ０ ３ に よ り 増 幅 さ
れ た 中 間 周 波 数 信 号 が Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 １ ０ ４ に よ り デ ジ タ ル 化 さ れ て 供 給 さ れ る ベ ー ス バ
ン ド 処 理 部 １ ０ ５ な ど か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ ０ ５ で は 、 所 定 の 周 波 数 （ キ ャ リ ア 周 波 数 ） の キ ャ リ ア 信 号
を 用 い て 、 デ ジ タ ル 化 さ れ た Ｉ Ｆ 信 号 を 直 交 復 調 し て ベ ー ス バ ン ド の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 時 間 領 域 信
号 を 得 て 、 こ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 時 間 領 域 信 号 の 有 効 シ ン ボ ル 期 間 の み を Ｆ Ｆ Ｔ す る こ と に よ り Ｏ
Ｆ Ｄ Ｍ 周 波 数 領 域 信 号 を 得 て 、 こ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 周 波 数 領 域 信 号 に つ い て 、 Ｄ Ｑ Ｐ Ｓ Ｋ の 差 動
復 調 や 、 Ｑ Ｐ Ｓ Ｋ 、 １ ６ Ｑ Ａ Ｍ 、 ６ ４ Ｑ Ａ Ｍ の 同 期 復 調 を 行 っ て 、 受 信 チ ャ ン ネ ル の Ｏ Ｆ
Ｄ Ｍ 信 号 の 復 調 出 力 を 得 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 ベ ー ス バ ン ド 処 理 部 １ ０ ５ に は 、 上 記 中 間 周 波 増 幅 部 １ ０ ３ を 構 成 す る 電 圧 制 御 型
可 変 利 得 増 幅 器 の 利 得 を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 １ ０ ４ に 供 給 さ れ る 中 間
周 波 数 信 号 の 信 号 レ ベ ル を 一 定 に 保 持 す る 自 動 利 得 制 御 （ AGC:Automatic Gain Controlle
r） 回 路 １ ０ が 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 自 動 利 得 制 御 回 路 １ ０ は 、 例 え ば 図 ２ に 示 す よ う に 、 絶 対 値 （ Ａ Ｂ Ｓ ） 回 路 １ １ 、
減 算 回 路 １ ２ 、 自 動 タ ー ゲ ッ ト 回 路 １ ３ 、 符 号 判 定 （ Ｓ Ｇ Ｎ ） 回 路 １ ４ 、 ロ ー パ ス フ ィ ル
タ １ ５ 、 丸 め 処 理 （ Ｒ Ｎ Ｄ ） 回 路 １ ６ 、 積 算 回 路 １ ７ な ど か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 自 動 利 得 制 御 回 路 １ ０ に お い て 、 Ａ Ｂ Ｓ 回 路 １ １ は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 １ ０ ４ か ら 供
給 さ れ る デ ジ タ ル 化 さ れ た 中 間 周 波 数 信 号 の 符 号 を 取 っ て 、 中 間 周 波 数 信 号 の 信 号 レ ベ ル
値 を 絶 対 値 化 す る 。 減 算 回 路 １ ２ は 、 上 記 Ａ Ｂ Ｓ 回 路 １ １ に よ り 絶 対 値 化 さ れ た 中 間 周 波
数 信 号 の 信 号 レ ベ ル 値 か ら 自 動 タ ー ゲ ッ ト 回 路 １ ３ に よ り 与 え ら れ る タ ー ゲ ッ ト 値 を 減 算
し て 、 符 号 付 き の 差 分 値 を 検 出 す る 。 上 記 Ｓ Ｇ Ｎ 回 路 １ ４ は 、 減 算 回 路 １ ２ に よ り 検 出 さ
れ た 符 号 付 き の 差 分 値 に つ い て 、 そ の 符 号 を 判 定 し 、 上 記 差 分 値 の 符 号 に 対 応 す る １ ビ ッ
ト の 符 号 信 号 を ロ ー パ ス フ ィ ル タ １ ５ と 丸 め 処 理 （ Ｒ Ｎ Ｄ ） 回 路 １ ６ を 介 し て 積 算 回 路 １
７ に 供 給 す る 。 そ し て 、 積 算 回 路 １ ７ は 上 記 丸 め 処 理 （ Ｒ Ｎ Ｄ ） 回 路 １ ６ を 介 し て 供 給 さ
れ る 符 号 信 号 を 積 算 し 、 そ の 積 算 出 力 を 自 動 利 得 制 御 （ Ａ Ｇ Ｃ ） 信 号 と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 自 動 利 得 制 御 回 路 １ ０ か ら 出 力 さ れ る Ａ Ｇ Ｃ 信 号 は 、 パ ル ス 密 度 変 調 （ PDM： Pulse
 Density Modulation） 回 路 に 供 給 さ れ 、 Ｐ Ｄ Ｍ 回 路 １ ２ ０ に よ り 上 記 Ａ Ｇ Ｃ 信 号 の 振 幅
に 応 じ て 方 形 波 の 密 度 が 変 化 す る Ｐ Ｄ Ｍ 信 号 と さ れ 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ １ ２ ５ を 介 し て 、
上 記 中 間 周 波 増 幅 部 １ ０ ３ を 構 成 す る 電 圧 制 御 型 可 変 利 得 増 幅 器 １ ０ ３ Ａ の 制 御 端 子 に 帰
還 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 上 記 自 動 タ ー ゲ ッ ト 回 路 １ ３ は 、 例 え ば 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 記 Ａ Ｂ Ｓ 回 路 １
１ に よ り 絶 対 値 化 さ れ た 中 間 周 波 数 信 号 の 信 号 レ ベ ル 値 が 入 力 さ れ る ク リ ッ プ 検 出 回 路 １
３ １ 、 こ の ク リ ッ プ 検 出 回 路 １ ３ １ に よ る 検 出 出 力 を 積 分 す る 積 算 回 路 １ ３ ２ 、 こ の 積 算
回 路 １ ３ ２ に よ る 積 算 出 力 が 入 力 さ れ る タ ー ゲ ッ ト 値 決 定 回 路 １ ３ ３ か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 ク リ ッ プ 検 出 回 路 １ ３ １ は 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ レ ベ ル 比 較 器 ３ １
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１ 、 加 算 器 ３ １ ２ 、 レ ジ ス タ ３ １ ３ 、 ク リ ッ プ 数 比 較 器 ３ １ ４ か ら な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の ク リ ッ プ 検 出 回 路 １ ３ １ で は 、 ク リ ッ プ レ ベ ル 比 較 器 ３ １ １ に お い て 、 上 記 Ａ Ｂ Ｓ
回 路 １ １ か ら 供 給 さ れ る 絶 対 値 化 さ れ た 中 間 周 波 数 信 号 の 信 号 レ ベ ル 値 を パ ラ メ ー タ ク リ
ッ プ レ ベ ル と 比 較 し て 、 大 き け れ ば 瞬 時 ク リ ッ プ と し て 検 出 す る 。 こ の ク リ ッ プ レ ベ ル 比
較 器 ３ １ １ の 出 力 す な わ ち 瞬 時 ク リ ッ プ の 検 出 出 力 は 、 加 算 器 ３ １ ２ に お い て 、 レ ジ ス タ
３ １ ３ に 保 存 さ れ て い る 瞬 時 ク リ ッ プ の 検 出 回 数 に 加 算 さ れ る 。 そ し て 、 レ ジ ス タ ３ １ ３
は 、 所 定 周 期 で ク リ ア さ れ 、 上 記 瞬 時 ク リ ッ プ の 検 出 回 数 の 累 積 加 算 値 を 保 存 す る 。 ク リ
ッ プ 数 比 較 器 ３ １ ４ は 、 上 記 レ ジ ス タ ３ １ ３ に 保 存 さ れ て い る 瞬 時 ク リ ッ プ の 検 出 回 数 を
ク リ ッ プ 数 閾 値 と 比 較 し 、 ク リ ッ プ 数 閾 値 を 越 え た ら そ の 区 間 に ク リ ッ プ が 起 き て い る と
し 、 ク リ ッ プ 検 出 に '１ 'を 出 す 。 閾 値 に 満 た な い 場 合 は '０ 'を 出 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 上 記 自 動 タ ー ゲ ッ ト 回 路 １ ３ に お け る 上 記 積 分 回 路 １ ３ ２ は 、 こ の ク リ ッ プ 検
出 回 路 １ ３ １ に よ る 検 出 出 力 を 積 分 し 、 そ の 積 算 出 力 を タ ー ゲ ッ ト 値 決 定 回 路 １ ３ ３ に 入
力 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 上 記 ク リ ッ プ 検 出 回 路 １ ３ １ に よ る 検 出 出 力 を そ の ま ま タ ー ゲ ッ ト 値 決 定 回 路
１ ３ ３ に 入 力 し て も よ い が 、 遅 い フ ェ ー ジ ン グ の 対 策 と し て も っ と 長 い 周 期 で み る た め に
、 こ の 自 動 タ ー ゲ ッ ト 回 路 １ ３ で は 、 上 記 ク リ ッ プ 検 出 回 路 １ ３ １ に よ る 検 出 出 力 を 積 分
回 路 １ ３ ２ に よ り 所 定 の 積 分 周 期 毎 に 積 分 し 、 そ の 積 算 出 力 を タ ー ゲ ッ ト 値 決 定 回 路 １ ３
３ に 入 力 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 タ ー ゲ ッ ト 値 決 定 回 路 １ ３ ３ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 比 較 器 ３ ３ １ ， ３ ３ ２ 、 近 ク リ ッ プ 状
態 検 出 回 路 ３ ３ ３ 、 減 算 器 ３ ３ ４ 、 加 算 器 ３ ３ ５ 、 第 １ 及 び 第 ２ の デ ー タ セ レ ク タ ３ ３ ６
， ３ ３ ７ 、 論 理 積 回 路 ３ ３ ８ 、 レ ジ ス タ ３ ３ ９ な ど か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の タ ー ゲ ッ ト 値 決 定 回 路 １ ３ ３ に お い て 、 上 記 積 分 回 路 １ ３ に よ る 積 算 出 力 は 、 第 １
及 び 第 ２ の 比 較 器 ３ ３ １ ， ３ ３ ２ と 近 ク リ ッ プ 状 態 検 出 回 路 ３ ３ ３ に 入 力 さ れ る 。 第 １ の
比 較 器 ３ ３ １ は 、 ク リ ッ プ が 起 き て い る と 判 定 す る た め の ク リ ッ プ 閾 値 Ｓ Ｈ １ が 与 え ら れ
て お り 、 ま た 、 第 ２ の 比 較 器 ３ ３ ２ は 、 ク リ ッ プ が 起 き て い な い と 判 定 す る た め の 非 ク リ
ッ プ 閾 値 Ｓ Ｈ ２ が 与 え ら れ て お り 、 さ ら に 、 近 ク リ ッ プ 状 態 検 出 回 路 ３ ３ ３ に は 、 ク リ ッ
プ 状 態 に 近 い こ と を 判 定 す る た め の 近 ク リ ッ プ 閾 値 Ｓ Ｈ ３ が 与 え ら れ て い る 。 ま た 、 レ ジ
ス タ ３ ３ ９ に は 、 タ ー ゲ ッ ト 初 期 値 Ｔ Ｇ ０ が 与 え ら れ て い る 。 そ し て 、 上 記 レ ジ ス タ ３ ３
９ か ら 出 力 さ れ る タ ー ゲ ッ ト 値 が 、 上 記 減 算 器 ３ ３ ４ 、 第 １ 及 び 第 ２ の デ ー タ セ レ ク タ ３
３ ６ ， ３ ３ ７ に 与 え ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 減 算 器 ３ ３ ４ に は 、 タ ー ゲ ッ ト 値 を 下 げ る 量 を 示 す 減 算 デ ー タ Ｄ Ｄ が 与 え ら れ
て お り 、 ま た 、 加 算 器 ３ ３ ５ に は 、 タ ー ゲ ッ ト 値 を 上 げ る 量 を 示 す 加 算 デ ー タ Ｄ Ｉ が 与 え
ら れ て い る 。 そ し て 、 上 記 減 算 器 ３ ３ ４ は 、 上 記 レ ジ ス タ ３ ３ ９ か ら 出 力 さ れ る タ ー ゲ ッ
ト 値 Ｔ Ｇ か ら 上 記 減 算 デ ー タ Ｄ Ｄ で 示 さ れ る 上 記 タ ー ゲ ッ ト 値 を 下 げ る 量 を 減 算 し 、 そ の
減 算 出 力 を 第 １ の デ ー タ セ レ ク タ ３ ３ ６ に 入 力 す る 。 ま た 、 上 記 加 算 器 ３ ３ ５ は 、 上 記 第
１ の デ ー タ セ レ ク タ ３ ３ ６ に よ る 選 択 出 力 に 上 記 加 算 デ ー タ Ｄ Ｉ で 示 さ れ る タ ー ゲ ッ ト 値
を 上 げ る 量 を 加 算 し 、 そ の 加 算 出 力 を 第 ２ の デ ー タ セ レ ク タ ３ ３ ７ に 入 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 第 １ の 比 較 器 ３ ３ １ は 、 上 記 積 分 回 路 １ ３ に よ る 積 算 出 力 と ク リ ッ プ が 起 き て い る
と 判 定 す る た め の ク リ ッ プ 閾 値 Ｓ Ｈ １ と を 比 較 し て 、 そ の 比 較 出 力 に よ り 第 １ の デ ー タ セ
レ ク タ ３ ３ ６ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 第 １ の デ ー タ セ レ ク タ ３ ３ ６ は 、 上 記 第 １ の 比 較 器 ３ ３ １ の 比 較 出 力 に よ り 制
御 さ れ る こ と に よ っ て 、 上 記 積 分 回 路 １ ３ に よ る 積 算 出 力 が ク リ ッ プ が 起 き て い る と 判 定
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す る た め の ク リ ッ プ 閾 値 Ｓ Ｈ １ を 越 え て い る 場 合 に は 、 上 記 レ ジ ス タ ３ ３ ９ か ら 出 力 さ れ
た タ ー ゲ ッ ト 値 Ｔ Ｇ か ら 上 記 減 算 器 ３ ３ ４ に よ り タ ー ゲ ッ ト 値 を 下 げ る 量 を 減 算 し た 減 算
出 力 を 選 択 し 、 上 記 積 分 回 路 １ ３ に よ る 積 算 出 力 が ク リ ッ プ が 起 き て い る と 判 定 す る た め
の ク リ ッ プ 閾 値 Ｓ Ｈ ２ を 越 え て い な い 場 合 に は 、 上 記 レ ジ ス タ ３ ３ ９ か ら 出 力 さ れ た タ ー
ゲ ッ ト 値 Ｔ Ｇ を 選 択 す る 。 こ れ に よ り 、 ク リ ッ プ が 起 き て い る 場 合 に は 、 タ ー ゲ ッ ト 値 Ｔ
Ｇ が 下 げ ら れ る 。 こ の 第 １ の デ ー タ セ レ ク タ ３ ３ ６ に よ る 選 択 出 力 は 、 上 記 加 算 器 ３ ３ ５
と 第 ２ の デ ー タ セ レ ク タ ３ ３ ７ に 入 力 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 上 記 第 ２ の 比 較 器 ３ ３ ２ は 、 上 記 積 分 回 路 １ ３ に よ る 積 算 出 力 と ク リ ッ プ が 起 き
て い な い と 判 定 す る た め の 非 ク リ ッ プ 閾 値 Ｓ Ｈ ２ と を 比 較 し て 、 そ の 比 較 出 力 に よ り 論 理
積 回 路 ３ ３ ８ を 介 し て 第 ２ の デ ー タ セ レ ク タ ３ ３ ７ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 さ ら に 、 近 ク リ ッ プ 状 態 検 出 回 路 ３ ３ ３ は 、 上 記 積 分 回 路 １ ３ に よ る 積 算 出 力 と ク リ ッ
プ 状 態 に 近 い こ と を 判 定 す る た め の 近 ク リ ッ プ 閾 値 Ｓ Ｈ ３ に 基 づ い て 、 ク リ ッ プ 状 態 に 近
い が 、 ま だ ク リ ッ プ 状 態 で は な い こ と を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ し て 、 第 ２ の デ ー タ セ レ ク タ ３ ３ ７ は 、 論 理 積 回 路 ３ ３ ８ を 介 し て 上 記 第 ２ の 比 較 器
３ ３ ２ の 比 較 出 力 に よ り 制 御 さ れ る こ と に よ っ て 、 上 記 積 分 回 路 １ ３ に よ る 積 算 出 力 が ク
リ ッ プ が 起 き て い な い と 判 定 す る た め の ク リ ッ プ 閾 値 Ｓ Ｈ ２ を 越 え て い な い 場 合 に は 、 上
記 第 １ の デ ー タ セ レ ク タ ３ ３ ６ に よ る 選 択 出 力 に 上 記 加 算 器 ３ ３ ５ に よ り タ ー ゲ ッ ト 値 を
上 げ る 量 を 加 算 し た 加 算 出 力 を 選 択 し 、 ま た 、 上 記 積 分 回 路 １ ３ に よ る 積 算 出 力 が ク リ ッ
プ が 起 き て い な い と 判 定 す る た め の ク リ ッ プ 閾 値 Ｓ Ｈ ２ を 越 え て い る 場 合 に は 、 上 記 第 １
の デ ー タ セ レ ク タ ３ ３ ６ に よ る 選 択 出 力 を 選 択 す る 。 こ れ に よ り 、 ク リ ッ プ が 起 き て い な
い 場 合 に は 、 タ ー ゲ ッ ト 値 Ｔ Ｇ が 上 げ ら れ る 。 こ の 第 ２ の デ ー タ セ レ ク タ ３ ３ ７ に よ る 選
択 出 力 は 、 レ ジ ス タ ３ ３ ９ に 入 力 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ こ で 、 タ ー ゲ ッ ト 値 の 上 げ 下 げ の 量 は 、 外 か ら の パ ラ メ ー タ (タ ー ゲ ッ ト 値 を 上 げ る
量 、 タ ー ゲ ッ ト を 下 げ る 量 )を 用 い て も 良 い し 、 固 定 値 で も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 た だ し 、 上 記 第 ２ の 比 較 器 ３ ３ ２ の 比 較 出 力 だ け で 第 ２ の デ ー タ セ レ ク タ ３ ３ ７ の 選 択
動 作 を 制 御 し た の で は 、 ク リ ッ プ 状 態 と 非 ク リ ッ プ 状 態 が 繰 り 返 し さ れ る 。 そ れ を 避 け る
た め に 、 ク リ ッ プ 状 態 に 近 い が 、 ま だ ク リ ッ プ 状 態 で は な い こ と を 近 ク リ ッ プ 状 態 検 出 回
路 ３ ３ ３ に よ り 検 出 し 、 そ の 時 に タ ー ゲ ッ ト 値 Ｔ Ｇ を 上 げ な い よ う に し て い る 。 ク リ ッ プ
に 近 い 状 態 を 検 出 す る 近 ク リ ッ プ 状 態 検 出 回 路 ３ ３ ３ と し て は 、 例 え ば 、 積 算 回 路 １ ３ ２
の 出 力 か ら １ を 引 い て 、 ク リ ッ プ 近 い 閾 値 と 比 較 し て 、 よ り 大 き け れ ば 出 力 を １ に す る 回
路 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 述 の 如 き 構 成 の 自 動 利 得 制 御 回 路 １ ０ で は 、 自 動 タ ー ゲ ッ ト 回 路 １ ３ を 備 え る こ と に
よ り 、 長 い ス パ ン で 起 き る ク リ ッ プ に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 し か し 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 １ ０ ０ に お け る Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 信 号 の 受 信 環 境 で は 、 も っ と 短 い 時
間 で ク リ ッ プ が 起 こ る こ と が あ る 。 特 に ０ ｄ Ｂ の フ ラ ッ タ ー チ ャ ネ ル に お い て 、 信 号 が 繰
り 返 し 無 く な る こ と が あ る 。 そ の 時 に 、 通 常 の 自 動 利 得 制 御 で は 大 き く ゲ イ ン を 上 げ よ う
と す る の で 、 結 果 と し て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ が 起 き る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の よ う な 受 信 環 境 下 で 使 用 さ れ る Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 １ ０ ０ で は 、 上 記 自 動 利 得 制 御 回
路 １ ０ に 代 え て 、 図 ６ に 示 す よ う な 構 成 の 自 動 利 得 制 御 回 路 ２ ０ を 使 用 す る と 良 い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ６ に 示 す 自 動 利 得 制 御 回 路 ２ ０ は 、 上 記 短 い 時 間 で の ク リ ッ プ の 発 生 を 防 止 す る こ と
が で き る よ う に 上 述 の 自 動 利 得 制 御 回 路 １ ０ を 改 良 し た も の で 、 絶 対 値 （ Ａ Ｂ Ｓ ） 回 路 ２
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１ 、 減 算 回 路 ２ ２ 、 自 動 タ ー ゲ ッ ト 回 路 ２ ３ 、 符 号 判 定 （ Ｓ Ｇ Ｎ ） 回 路 ２ ４ 、 ロ ー パ ス フ
ィ ル タ ２ ５ 、 丸 め 処 理 （ Ｒ Ｎ Ｄ ） 回 路 ２ ６ 、 積 算 回 路 ２ ７ 、 信 号 断 検 出 回 路 ２ ８ 、 ク リ ッ
プ 検 出 回 路 ２ ９ な ど か ら な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 自 動 利 得 制 御 回 路 ２ ０ に お け る 絶 対 値 （ Ａ Ｂ Ｓ ） 回 路 ２ １ 、 減 算 回 路 ２ ２ 、 自 動 タ
ー ゲ ッ ト 回 路 ２ ３ 、 符 号 判 定 （ Ｓ Ｇ Ｎ ） 回 路 ２ ４ 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ２ ５ 、 丸 め 処 理 （ Ｒ
Ｎ Ｄ ） 回 路 ２ ６ 及 び 積 算 回 路 ２ ７ は 、 上 述 の 自 動 利 得 制 御 回 路 １ ０ に お け る 絶 対 値 （ Ａ Ｂ
Ｓ ） 回 路 １ １ 、 減 算 回 路 １ ２ 、 自 動 タ ー ゲ ッ ト 回 路 １ ３ 、 符 号 判 定 （ Ｓ Ｇ Ｎ ） 回 路 １ ４ 、
ロ ー パ ス フ ィ ル タ １ ５ 、 丸 め 処 理 （ Ｒ Ｎ Ｄ ） 回 路 １ ６ 及 び 積 算 回 路 １ ７ に 対 応 す る も の で
あ っ て 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ２ ５ 以 外 の 構 成 要 素 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ２ ５ は 、 上 記 Ｓ Ｇ Ｎ 回 路 ２ ４ か ら １ ビ ッ ト の 符 号 信 号 が 供 給 さ れ る 加
算 回 路 ２ ５ １ 、 こ の 加 算 回 路 ２ ５ １ に よ る 加 算 出 力 値 を 保 存 す る レ ジ ス タ ２ ５ ２ 、 こ の レ
ジ ス タ ２ ５ ２ に 保 存 さ れ た 上 記 加 算 回 路 ２ ５ １ の 加 算 出 力 値 に （ １ － α ） の 重 み 受 け を 行
う 重 み 付 け 回 路 ２ ５ ３ 、 上 記 レ ジ ス タ ２ ５ ２ に 保 存 さ れ た 上 記 加 算 回 路 ２ ５ １ の 加 算 出 力
値 が 供 給 さ れ る ビ ッ ト シ フ ト 回 路 ２ ５ ４ を 備 え 、 上 記 レ ジ ス タ ２ ５ ２ に 保 存 さ れ た 加 算 回
路 ２ ５ １ の 加 算 出 力 値 が 重 み 付 け 回 路 ２ ５ ３ を 介 し て 上 記 加 算 回 路 ２ ５ １ に 供 給 さ れ る よ
う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の ロ ー パ ス フ ィ ル タ ２ ５ は 、 上 記 加 算 回 路 ２ ５ １ に お い て 、 上 記 Ｓ Ｇ Ｎ 回 路 １ ４ か ら
供 給 さ れ る 符 号 信 号 に つ い て 、 重 み 付 け 回 路 ２ ５ ３ に よ り （ １ － α ） の 重 み 受 け を 行 い な
が ら 累 積 加 算 す る こ と に よ り 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ と し て 動 作 し 、 上 記 レ ジ ス タ ２ ５ ２ に 保
存 さ れ た 加 算 回 路 ２ ５ １ の 加 算 出 力 値 を ｎ ビ ッ ト シ フ ト に よ り １ ／ ２ ｎ に 減 衰 さ せ た Ａ Ｇ
Ｃ 制 御 信 号 を 生 成 し て 出 力 す る ビ ッ ト シ フ ト 回 路 ２ ５ ４ の 動 作 を 制 御 す る こ と に よ っ て 、
通 過 帯 域 幅 を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 信 号 断 検 出 回 路 ２ ８ は 、 例 え ば 図 ７ に 示 す よ う に 、 信 号 断 レ ベ ル 比 較 器 ２ ８ １ 、 加 算 器
２ ８ ２ 、 レ ジ ス タ ２ ８ ３ 、 信 号 断 数 比 較 器 ２ ８ ４ か ら な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 信 号 断 検 出 回 路 ２ ８ で は 、 信 号 断 レ ベ ル 比 較 器 ２ ８ １ に お い て 、 上 記 Ａ Ｂ Ｓ 回 路 ２
１ か ら 供 給 さ れ る 絶 対 値 化 さ れ た 中 間 周 波 数 信 号 の 信 号 レ ベ ル 値 を 信 号 断 レ ベ ル と 比 較 し
て 、 小 さ け れ ば 信 号 断 と し て 検 出 す る 。 こ の 信 号 断 レ ベ ル 比 較 器 ２ ８ １ の 出 力 す な わ ち 信
号 断 の 検 出 出 力 は 、 加 算 器 ２ ８ ２ に お い て 、 レ ジ ス タ ２ ８ ３ に 保 存 さ れ て い る 信 号 断 の 検
出 回 数 に 加 算 さ れ る 。 そ し て 、 レ ジ ス タ ２ ８ ３ は 、 所 定 周 期 で ク リ ア さ れ 、 上 記 信 号 断 の
検 出 回 数 の 累 積 加 算 値 を 保 存 す る 。 信 号 断 数 比 較 器 ２ ８ ４ は 、 上 記 レ ジ ス タ ２ ８ ３ に 保 存
さ れ て い る 信 号 断 の 検 出 回 数 を 信 号 断 数 閾 値 と 比 較 し 、 信 号 断 数 閾 値 を 越 え た ら そ の 区 間
に 信 号 断 が 起 き て い る と し 、 信 号 断 検 出 信 号 と し て '１ 'を 出 す 。 閾 値 に 満 た な い 場 合 は '
０ 'を 出 す 。 す な わ ち 、 こ の 信 号 断 検 出 回 路 ２ ８ は 、 信 号 断 の 検 出 回 数 が 信 号 断 数 閾 値 を
越 え た 区 間 を '１ 'で 示 し 、 閾 値 に 満 た な い 区 間 を '０ 'で 示 す 信 号 断 検 出 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 ク リ ッ プ 検 出 回 路 ２ ９ は 、 上 述 の 図 ４ に 示 し た ク リ ッ プ 検 出 回 路 １ ３ １ と 同 様 に
構 成 さ れ て お り 、 上 記 Ａ Ｂ Ｓ 回 路 ２ １ か ら 供 給 さ れ る 絶 対 値 化 さ れ た 中 間 周 波 数 信 号 の 信
号 レ ベ ル 値 ク リ ッ プ レ ベ ル を 越 え る 瞬 時 ク リ ッ プ の 検 出 回 数 が ク リ ッ プ 数 閾 値 を 越 え た 区
間 を '１ 'で 示 し 、 閾 値 に 満 た な い 区 間 を '０ 'で 示 す ク リ ッ プ 検 出 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 そ し て 、 こ の 自 動 利 得 制 御 回 路 ２ ０ で は 、 信 号 断 検 出 回 路 ２ ８ 及 び ク リ ッ プ 検 出 回 路 ２
９ 及 び の 各 検 出 出 力 に よ り 、 上 記 ビ ッ ト シ フ ト 回 路 ２ ５ ４ の 動 作 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 す な わ ち 、 信 号 断 検 出 回 路 ２ ８ に よ り 信 号 断 の 状 態 (信 号 が 無 く な る )を 検 出 し た ら 、 上
記 ビ ッ ト シ フ ト 回 路 ２ ５ ４ の ビ ッ ト シ フ ト 量 ｎ を 大 き く す る 。 こ れ に よ り 、 信 号 断 の 状 態
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で は 、 Ａ Ｇ Ｃ 制 御 信 号 の 変 化 量 を 小 さ く し て 、 通 過 帯 域 幅 を 狭 く し 、 自 動 利 得 制 御 回 路 ２
０ の 出 力 の ゲ イ ン を 少 し ず つ し か 上 げ な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 ク リ ッ プ 検 出 回 路 ２ ９ に よ り ク リ ッ プ が 起 き た こ と を 検 出 し た ら 、 上 記 ビ ッ ト シ
フ ト 回 路 ２ ５ ４ の ビ ッ ト シ フ ト 量 ｎ を 小 さ く す る 。 こ れ に よ り 、 ク リ ッ プ が 起 き た ら 、 直
ち に Ａ Ｇ Ｃ 制 御 信 号 の 変 化 量 を 大 き く し て 、 通 過 帯 域 幅 を 広 げ 、 出 力 の ゲ イ ン を 迅 速 に 下
げ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 自 動 利 得 制 御 回 路 ２ ０ を 備 え る Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 １ ０ ０ で は 、 移 動 チ ャ ネ ル （ 特 に
フ ラ ッ タ ー チ ャ ネ ル ） に お い て 、 Ａ Ｇ Ｃ の タ ー ゲ ッ ト レ ベ ル を 変 更 す る こ と に よ り 、 Ａ Ｄ
Ｃ の 入 力 信 号 の ク リ ッ プ を 減 し 、 そ れ に よ っ て 後 段 の 受 信 機 の 特 性 を 改 善 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 イ ン パ ル ス ノ イ ズ の チ ャ ネ ル に お い て も ク リ ッ プ 状 態 を 減 ら す こ と が で き 、 後
段 の 受 信 機 の 特 性 を 改 善 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 Ａ Ｃ Ｉ ， Ｃ Ｃ Ｉ や そ の 他 の ノ イ ズ が
Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 信 号 に 混 在 し 、 ク リ ッ プ が 起 き る 場 合 に お い て も 、 ク リ ッ プ を 減 ら す こ と に よ り
、 受 信 機 の 特 性 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 す る Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 に 備 え ら れ た 自 動 利 得 制 御 回 路 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 自 動 利 得 制 御 回 路 に 備 え ら れ た 自 動 タ ー ゲ ッ ト 回 路 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 上 記 自 動 タ ー ゲ ッ ト 回 路 に 備 え ら れ た ク リ ッ プ 検 出 回 路 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 通 常 の 自 動 利 得 制 御 に よ り 大 き く ゲ イ ン を 上 げ た 場 合 に ク リ ッ プ が 起 き る 状 態 を
模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 上 記 Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 に 備 え ら れ る 自 動 利 得 制 御 回 路 の 他 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 上 記 自 動 利 得 制 御 回 路 に 備 え ら れ た 信 号 断 検 出 回 路 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 に 備 え ら れ る 従 来 の 自 動 利 得 制 御 回 路 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。
【 図 ９ 】 Ａ Ｗ Ｇ Ｎ (Additive White Gaussian Noise)チ ャ ネ ル に お い て の 入 力 信 号 と そ の
信 号 分 布 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 フ ラ ッ タ ー チ ャ ネ ル に お い て の 入 力 信 号 と そ の 信 号 分 布 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ
る 。
【 図 １ １ 】 一 波 レ イ リ ー チ ャ ネ ル に お い て の 入 力 信 号 と そ の 信 号 分 布 を 模 式 的 に 示 す 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 １ ０ 　 自 動 利 得 制 御 回 路 、 １ １ 　 絶 対 値 （ Ａ Ｂ Ｓ ） 回 路 、 １ ２ 　 減 算 回 路 、 １ ３ 　 自 動
タ ー ゲ ッ ト 回 路 、 １ ４ 　 符 号 判 定 （ Ｓ Ｇ Ｎ ） 回 路 、 １ ５ 　 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 、 １ ６ 　 丸 め
処 理 （ Ｒ Ｎ Ｄ ） 回 路 、 １ ７ 　 積 算 回 路 、 ２ ０ 　 自 動 利 得 制 御 回 路 、 ２ １ 　 絶 対 値 （ Ａ Ｂ Ｓ
） 回 路 、 ２ ２ 　 減 算 回 路 、 ２ ３ 　 自 動 タ ー ゲ ッ ト 回 路 、 ２ ４ 　 符 号 判 定 （ Ｓ Ｇ Ｎ ） 回 路 、
２ ５ 　 ロ ー パ ス フ ィ ル タ 、 ２ ６ 　 丸 め 処 理 （ Ｒ Ｎ Ｄ ） 回 路 、 ２ ７ 　 積 算 回 路 、 ２ ８ 　 信 号
断 検 出 回 路 、 ２ ９ 　 ク リ ッ プ 検 出 回 路 、 １ ０ ０ 　 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 受 信 装 置 、 １ ０ １ 　 ア ン テ ナ 、
１ ０ ２ 　 チ ュ ー ナ 部 、 １ ０ ３ 　 中 間 周 波 増 幅 部 、 １ ０ ４ 　 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 、 １ ０ ５ 　 ベ ー
ス バ ン ド 処 理 部 、 １ ３ １ 　 ク リ ッ プ 検 出 回 路 、 １ ３ ２ 　 積 算 回 路 、 １ ３ ３ 　 タ ー ゲ ッ ト 値
決 定 回 路 、 ２ ５ １ 　 加 算 回 路 、 ２ ５ ２ 　 レ ジ ス タ 、 ２ ５ ３ 　 重 み 付 け 回 路 、 ２ ５ ４ 　 ビ ッ
ト シ フ ト 回 路 、 ２ ８ １ 　 信 号 断 レ ベ ル 比 較 器 、 ２ ８ ２ 　 加 算 器 、 ２ ８ ３ 　 レ ジ ス タ 、 ２ ８
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４ 　 信 号 断 数 比 較 器 、 ３ １ １ 　 ク リ ッ プ レ ベ ル 比 較 器 、 ３ １ ２ 　 加 算 器 、 ３ １ ３ 　 レ ジ ス
タ 、 ３ １ ４ 　 ク リ ッ プ 数 比 較 器 、 ３ ３ １ ， ３ ３ ２ 　 第 １ 及 び 第 ２ の 比 較 器 、 ３ ３ ３ 　 近 ク
リ ッ プ 状 態 検 出 回 路 、 ３ ３ ４ 　 減 算 器 、 ３ ３ ５ 　 加 算 器 、 ３ ３ ６ ， ３ ３ ７ 　 第 １ 及 び 第 ２
の デ ー タ セ レ ク タ 、 ３ ３ ８ 　 論 理 積 回 路 、 ３ ３ ９ 　 レ ジ ス タ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(13) JP 2007-295111 A 2007.11.8



【 図 １ １ 】
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